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４月６日㈬に小学校、４月７日㈭に中学校の入学式が行われました。
今年は、小学校に490人、中学校に487人（平成28年４月７日現在）が
入学し、新一年生として学校生活がスタートしました。

ご入学ご入学



インクルーシブ教育って何？

○算数・数学を中心とした学力向上に取り組みます（学力ステップアップ推進地域指定事業）
・算数・数学授業力向上アドバイザーの配置
・算数・数学学習サポーターの配置
・東京ベーシックドリル等を活用した学習内容の定着のための取組

○新たな教育課題に対応する取組を進めます
・オリンピック・パラリンピック教育を全校で進めます。
・「特別の教科　道徳」化対応への取組を全校で進めます。
・小学校英語教科化対応への取組をさらに進めます。

○ユニバーサルデザインによる授業づくり・学習環境づくりを進めます
・障害がある、なしにかかわらず分かりやすい授業や学習環境づくりに取り組みます。
・「特別支援教室」に全小学校で制度移行をし、すべての小学校に情緒障害等への指導を担当する教員が
巡回し指導をします。また新たに「特別支援教室専門員」を小学校全校に配置します。
・特別支援教育支援員を増員し、よりきめ細かい対応ができるようにします。
・スクールソーシャルワーカーを増員し、よりきめ細かい対応ができるようにします。

○学習環境の整備を進めます
・学校図書館総合システムの整備（栄小・松林小・武蔵野小）

　インクルーシブ教育とは、障害のある一人ひとりの子どもに応じた、きめ細やかな
丁寧な支援（合理的配慮）とその支援を可能とする環境整備（基礎的環境整備）を進め
ていくことです。
　児童・生徒の個別の教育的ニーズに的確に応えられるよう、通常の学級、特別支援
教室（小）、通級指導学級（中）、特別支援学級、特別支援学校といった、連続性のある多
様な学びの場を整備・提供していきます。

共生社会の
形成に向けて

就学相談・就
学先決定の
在り方に
ついて

障害のある子ども
が十分に教育を受
けられるための

「合理的配慮」及び
その基礎となる
「環境整備」

様々な学び
の場の整備
と学校間連
携等の推進

特別支援教育を
充実させるため
の教職員の専門
性の向上
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支援をつなぐ

※平成24年７月「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムのための特別支援教育の推進」から

○算数 数学を中心とした学力向上に取り組みます（学力ステ プア

  よう  一緒に」  よう  一緒に」

インクル シブ教育 て何？

教育の充実に向けて教育の充実に向けて教育の充実に向けて



　羽村市では、インクルーシブ教育システムの構築に向けて、市内の支援に関する環境整備や全
ての学校における支援体制の構築に向けて対応を進めています。

　進級、進学から一カ月が過ぎました。学校生活等に心配ごとも増えてくるかと思います。も
し、お子さんのことで、心配なこと、気になることがありましたら、ぜひ、羽村市教育相談室に
ご相談ください。
　「みんなと同じ集団行動ができない」「コミュニケーションが苦手」「学校に行きづらい」な
ど、お子さんに関する心配事について、羽村市教育相談室では、心理や、教育などの専門相談員
が電話や面接でご相談をお受けしています。ひとりで悩まず、どうぞお気軽にご相談ください。

よりよい羽村の学校教育をつくります
～平成28年度の羽村市の学校教育の重点～

シリーズ
インクルーシブ教育
シリーズ
インクルーシブ教育①

就学に関する説明会
5月26日㈭　午前10時30分から　市役所2階　202会議室
対象：平成29年度に小学校に就学するお子さんの保護者、保育園、幼稚園等関係者　等
内容：小学校就学に関する流れ、就学相談について等

定着した小中一貫教育をさらに進め、教育の質の向上につとめます

市役所　教育支援課 教育相談室・適応指導教室
☎042－554－1223

（来室相談は事前の予約をお願いします。）
相談時間：月曜日～金曜日(祝日、年末年始除く)午前9時～午後5時
相談場所：教育相談室

☎042－555－1111（373）
相談時間：月曜日～金曜日(祝日、年末年始除く)
　　　　　午前9時～午後5時
相談場所：市役所3階　教育支援課
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つなごう

育てよう

一緒に

小学校・中学校を９年間の義務教育としてつなげていくこと
を進めます。学校教育を支える様々な方々と学校が協力し合
えるようつとめます。

子どもたちも、子どもたちを育む仕組みも、よりよく「育つ」よ
うにつとめます。

子どもたちの成長にかかわるすべてのみなさんと一緒に取り
組むことが必要です。どうぞよろしくお願いします。

 「つなごう  育て「つなごう  育て

構築 向 市内 支援 境整備 全

インクルーシブインクルーシブインクルーシブ
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学校 学校紹介

【羽村東小学校】　校長　西山 豪一

校区】

【一中校区】

【方針】
　児童にとって…「できた」「分かった」という
授業、「楽しい」「ほっとする」という学級
　保護者にとって…「楽しそう」「元気だ」「活気がある」「きれ
い」という学校、きびきびした児童や教職員がいる学校
　教職員にとって…やりがい・働きがいがある学校、もっとこ
うしたいという教職員
【取り組み】
〇一人ひとりを大切にする教育を基盤として、特に学力向上
と心の醸成を図る
〇「確かな学力」の定着に向けては、各種学力調査などを基

にした授業改善、朝読書やステップアップタイム・スキルアップタイム
による基礎学力の定着
〇心の醸成としては、学級経営の充実、望ましい学習規律・生活規律を
確立するための「あじみこしは」の推進

【羽村第一中学校】　校長　愛甲 慎二

【方針】
　常に目標を持たせ、意欲をわかせると共
にもうひと頑張りできる生徒を育てます。
　学習に運動に、何か一つ自分自身に自信
が持てるように育てます。
【取り組み】
○市の研究指定校として「確かな学力」の定着に向けて、授
業改善を進めます。
○都の体力向上推進事業（スーパーアクティブスクール）の
指定を受けて、生徒の体力向上を図ります。
○「わかる」「できる」で、自分自身に自信のある生徒を育てます。

【小作台小学校】　校長　中村 匠

【方針】
言語能力の育成に向けた学習活動を楽
しく日常的に行うとともに、体験から学ぶ
地域の先生や地域行事等と連携した学習
の場を定着させます。

【取り組み】
○学力の向上に向け、お話し会や読み聞か
せ等豊かな読書活動を展開し、音読を生
かした授業づくりや集会等の学習の場を
充実させて、言語能力を育成します。
○広く地域の方 （々先生）から体験的に学
び、「はむらふるさと祭り」には地域と一
体になって参加します。
○学校農園を活用し、全学年で栽培・農業・
勤労体験を行い、収穫祭を開きます。

【武蔵野小学校】　校長　海東 朝美

【羽村西小学校】　校長　渡邉 慎吾

【方針】
　児童にとって…児童の切なる願いに応える。
　教職員にとって…職務を果たす過程で、成功感・成就
感が味わえる。学校にとって、自分が必要であるという存在感が体得できる。
　保護者にとって…一人ひとりの児童や教職員の個性が活き活きとしてい
る。魅力ある人格をもった教職員がいる。学習環境・生活環境の安全が保
障され、美しく整っている。
【取り組み】
〇「確かな学力」の定着に向け、児童・保護者・地域の皆様方からの学
校アンケート結果や各種学力調査などを基に授業の質の向上に努める
〇読書・計算練習・東京ベーシックドリルを活用し、基礎学力を高める
〇望ましい学習規律・生活規律を確立するために、「あじみこしは」を推
進する

【方針】
素直さと活力あふれる子どもたちの学力向上を
目指します。生きて働く力「自分の考えを自分の言
葉で表現できる子」を育成します。

【取り組み】
○基礎・基本の定着と課題解決学習を推進します。
○互いを認め合い、大切にする人権感覚を磨きま
す。
○基本的な学習・生活習慣の定着を目指します。

よう  一緒に」よう  一緒に」



5 はむらの教育 28.5.1

羽村市立小・中【二中校区】

【三中

【富士見小学校】　校長　青山 直志

【方針】
　先生と子どもたちが互いに信頼し、授業中
は勉強に、休み時間は遊びに夢中になって取
り組む学校を目指します。

【取り組み】
○自立した学習者の育成：教育研究指定校２年目、算数・
数学の研究発表を行います。
○特別支援教育の推進：「はばたき教室」を中心とした特別
支援教育を拡充します。
○安全・安心と成長を支える環境整備：チャイムストップを
実践し、規律ある安全な学校生活を実現します。

【栄小学校】　校長　小山 夏樹

【方針】
子どもたちの将来の夢につながる基礎（学ぶ力・豊かな心・
体力など）を、二中校区小中一貫教育の考え方を通して、しっかり
と身に付けさせ、歌声が響きあい、体力・気力が充実した学校づ
くりを進めます。

【取り組み】
○英語教育の重視、観点別到達度診断テストの実施
○なかよし班（たてわり班）活動の実施…花いっぱい運動
○「あこがれ夢広場」の実施…プロから学ぶキャリア教育

【松林小学校】　校長　仙北谷 仁策

【方針】
子どもたちをいつも中心に据え、教職員が一
丸となり、「チーム松林」として、楽しく明るい学校
を創っていきます。

【取り組み】
○日々の授業を充実させるとともに、豊かな体験
活動をとおして、学ぶ楽しさやできた喜びを感
得させます。
○オリンピック・パラリンピック教育を推進すると
ともに、運動能力の向上や運動習慣の定着を、
家庭・地域と連携して取り組みます。
○道徳の授業を充実させるとともに、不登校やい
じめの未然防止、早期対応に努め、子どもたち
の豊かな心を育みます。

【羽村第三中学校】　校長　田村 文雄

【方針】
　『学び』、『学習』を中心に一人ひとりの生徒、羽村三
中にかかわる全ての教職員・保護者・地域の皆さん
が主役になる『みんなの学校』を目指す実践を行って
いきます。
【取り組み】
○教科指導では「きめ細やかな指導で、基礎・基本
や自ら学び自ら考える力を身に付けさせます。」
○授業では「学ぶことの楽しさを体験・実感させ、
学習意欲を高めます。」
○学年・学校全体では「一人ひとりの個性・苦手
に応じて生徒の力をさらに伸長させます。」
○保護者・地域に啓発し「家庭での学びの機会を
充実し、学ぶ習慣を身に付けさせます。」

【羽村第二中学校】　校長　三浦 利信

【方針】
生徒、教員、保護者・地域が学校を大切
にし、互いに尊重し合い、認め合い高め合
える、誇りと思える学校づくりを進めます。

【取り組み】
○学力向上に向けて、生徒が主体的に参加する授業の充実
に努めます。
○生徒理解の充実と指導に努め、多様な体験的な活動を推
進します。
○「個々彩々」を大切に、二中校区の地域との連携で小中一
貫教育を進めます。

「つなごう  育て「つなごう  育て

みなぎ

～子どもたちの「夢の土台」をつくる
質の高い栄小の教育の実現～
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か
っ
ち
ゅ
う
か
ざ

し
ょ
う
き

の
ぼ
り

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
企
画
展
「
五
月
人
形
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
展
示
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
鍾
馗
や
幟
を
は

じ
め
、
甲
冑
飾
り
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
下
田
家
住
宅
の
庭

へ
、
こ
い
の
ぼ
り
を
た
て
ま
す
。

　

勇
壮
な
五
月
人
形
と
、
は
む
ら
の
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
を
ぜ
ひ
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
社
会
教
育
関
係
団
体
が
行
う
社
会
教
育
事
業
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

◎
補
助
対
象
と
な
る
事
業

（
次
の
１
〜
４
の
事
業
の
う
ち
、２
事
業
ま
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
）

１　

団
体
の
日
常
的
な
活
動（
毎
週
の
定
期
練
習
や
各
種
大
会
、
発
表
会

へ
の
参
加
等
）

２　

団
体
に
よ
る
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
事
業（
市
民
を
対
象
と
し
た

講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
）

３　

一
般
市
民
が
利
用
で
き
る
学
習
資
料
等
の
作
成
、発
行

４　

社
会
奉
仕
・
社
会
参
加
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、広
く
会

員
以
外
の
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
、そ

の
他
社
会
教
育
の
振
興
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
る
事
業

◎
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
提
出
先

・
学
習
・
文
化
団
体
は
生
涯
学
習
総
務
課
（
市
役
所
西
庁
舎
３
階
）

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
ス
ポ

　

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

◎
申
請
書
の
提
出
期
日

・
平
成
28
年
６
月
３
日
㈮

◎
問
合
せ

・
学
習
・
文
化
団
体
は
生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学
習
推
進
係
ま
で　

　

☎
０
４
２
ー
５
５
５
ー
１
１
１
１
（
内
線
367
）

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー

　

ツ
推
進
係
ま
で　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
４
２
ー
５
５
５
ー
０
０
３
３

「
五
月
人
形
展
」開
催
中
！

「
五
月
人
形
展
」開
催
中
！

「
五
月
人
形
展
」開
催
中
！

開
催
期
間
：
平
成
28
年
５
月
22
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

※

旧
下
田
家
住
宅
は
午
後
４

時
ま
で
の
公
開
と
な
り
ま
す
。

※

強
風
や
雨
天
の
場
合
、
こ

い
の
ぼ
り
は
た
て
ま
せ
ん
。

休 

館 

日 

：
月
曜
日　

展
示
会
場
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
・
企
画
展
コ
ー
ナ
ー
・
旧

下
田
家
住
宅

入 

館 

料 

：
無
料

問 

合 

せ 

：
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　

☎
０
４
２‒

５
５
８‒

２
５
６
１

企
画
展

社
会
教
育
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
の

活
動
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
！

▶
展
示
の
よ
う
す



　

満
開
の
桜
の
も
と
、
4
月
6
日

に
小
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
は
、
市
内
7
つ
の
小
学
校

に
4
9
0
人
余
が
入
学
し
ま
し
た
。

10
年
前
の
新
一
年
生
は
5
6
5
人
。

75
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
人
口
が
減
少
し
、
将
来
消
滅
す
る
自
治
体

が
出
て
く
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
と
合
わ
せ
て
、
こ
う
し
た

人
口
の
変
動
は
、将
来
の
社
会
経
済
に
様
々
な
影
響
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
地
方
が
元
気
に
な
り
、
人
々
が
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
に
し
よ
う
と
地
方
創
生
、一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
に
向
け
た
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、ど
ん
な
社
会
が
到
来
す
る
の
か
予
測
す
る
の
は
大

変
難
し
い
時
代
で
す
が
、
ど
ん
な
社
会
で
あ
っ
て
も
、
自
立

し
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
教
育
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。教
育
の
分
野
で
は
、

「
生
き
る
力
」と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
基
礎
的
な
学

力
を
身
に
付
け
、
人
を
思
い
や
り
、
他
者
や
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
の
で
き
る
人
に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
一
年
生
た
ち
の
姿
を
見
つ
め
な
が
ら
、「
こ
の
子
た
ち

が
、幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、将
来
、き
っ
と
素
晴
ら
し
い

社
会
を
創
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」そ
ん
な
思
い
が
脳

裏
を
よ
ぎ
る
入
学
式
で
し
た
。

教
育
長　
　

桜
沢　

修

教
育
随
想

教
育
随
想

教
育
随
想

I N FORMAT ION
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羽
村
市
図
書
館
で
は
、年
に
１
回
の
蔵
書
点
検
に
伴
い
、６
月
15
日
㈬
〜
30
日
㈭
を
休

館
し
ま
す
。今
年
度
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
設
い
た
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

本
を
た
く
さ
ん
移
動
し
ま
す
の
で
、通
常
よ
り
も
長
め
の
休
館
と
な
り
ま
す
。利
用
者
の

皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
６
月
１
日
号「
広
報
は
む
ら
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
人
１
組
で
作
業
を
行
い
ま
す
。１
人

が
資
料
を
書
架
か
ら
出
し
、も
う
１
人
が

１
冊
ず
つ
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で

確
認
し
ま
す
。地
下
、１
階
、３
階
の
書
架

は
も
ち
ろ
ん
、
閉
架
書
庫（
利
用
者
は
入

れ
ま
せ
ん
）の
資
料
全
て
を
出
し
入
れ
し

て
の
確
認
作
業
で
す
。

＊
蔵
書
点
検
前
に
本
を
借
り
る
と…

返
却
日
が
延
長
さ
れ
ま
す
。ゆ
っ

く
り
本
を
読
め
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

蔵
書
点
検
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

蔵
書
点
検
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

〜
昨
年
の
蔵
書
点
検
の
様
子
よ
り
〜

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

　

所
定
の
場
所
に
な
く
、行
方
不
明
に
な
っ
た
本
や
、汚
破
損（
汚
れ
た
り
、破
れ
た
り
し

て
い
る
）本
お
よ
び
、
本
を
借
り
た
人
が
直
接
書
架（
本
棚
）へ
返
却
し
た
本（
貸
出
中
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
）の
発
見
等
を
目
的
に
蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
他
、シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

蔵
書
点
検
の
目
的

蔵
書
点
検
の
目
的

　

汚
れ
の
ひ
ど

い
本
、水
に
濡
れ

て
波
打
っ
た
本
、

ペ
ー
ジ
が
破
れ

て
し
ま
っ
た
本

な
ど
が
、出
て
き

ま
し
た
。



　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
体
育
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
５
ー
１
６
９
８

体育協会年間事業予定

羽村市からの委託事業

ＴＥＬ ０9０ー5510ー０１9０羽村市文化協会
　市内で活動している文化協会会員32団体200人余による400点を超える展示及び特別企画「は
むらを撮る」展を開催。ぜひご来場下さい。
　●第1期　写真の部     4月26日㈫～5月1日㈰
　●第2期　絵画の部（油彩画、パステル画 他） 5月3日㈫～5月8日㈰
　●第3期　書と篆刻の部    5月24日㈫～5月29日㈰
　●第4期　絵画の部（水墨画、日本画、水彩画 他） 6月7日㈫～6月12日㈰
　●第5期　陶芸の部     6月14日㈫～6月19日㈰
　●第6期　特別企画「はむらを撮る」展  7月19日㈫～7月24日㈰
　時間　午前10時～午後5時（但し、各会期初日は午後1時から、各会期最終日は午後4時30分まで）
　会場　ゆとろぎ展示室
　主催：羽村市文化協会　　後援：羽村市教育委員会

○文化祭説明会
　日時　5月12日㈭午後7時～
　会場　ゆとろぎ講座室１
　※参加希望者（団体）は必ず参加して下さい。
○第 1回文化祭実行委員会
　日時　6月23日㈭午後7時～
　会場　ゆとろぎ小ホール

日時　5月28日㈯午後2時～（予定）
会場　ゆとろぎ小ホール

　

体
育
協
会
は
、
昭
和
38
年
10
月
に
体
育
関
係
団
体
６
団
体

で
設
立
し
、平
成
16
年
１
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、21
団
体
、四
、七
一
三
人
の
会
員
を
有
し
、市
内
ス

ポ
ー
ツ
の
統
括
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４月16日㈯ 第47回羽村市総合体育大会総合開会式(羽村市委託事業)
５月15日㈰ 平成28年度 NPO法人体育協会通常総会
５月21日㈯ 平成28年度 NPO法人体育協会事業報告会
７月30日㈯ 第41回はむら夏まつり「パットゴルフ大会」
10月９日㈰ 第69回市民体育祭(羽村市委託事業)
11月23日㈬ 第41回ＮＰＯ法人体育協会完歩大会
１月29日㈰ 第30回羽村市ふれあい綱引き大会(羽村市委託事業)
２月  スポーツカレンダー作成(教育委員会と共催)
３月５日㈰ 第35回羽村市駅伝大会(羽村市委託事業)

・富士見公園クラブハウス受付事務委託
・スポーツ事業委託
・スポーツセンタートレーニングルーム業務委託

第１１回　羽村市美術・工芸展

第47回羽村市文化祭説明会及び実行委員会 第11回羽村市文化協会総会

男声合唱「羽村グリークラブ」
日時　5月28日㈯午後1時30分～
場所　ゆとろぎ小ホール

第57回サロンコンサート 入場
無料
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